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1. 平成26年3月期第3四半期の業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 7,365 11.4 △335 ― △491 ― △488 ―
25年3月期第3四半期 6,612 △23.7 △890 ― △1,206 ― △1,114 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 △35.28 ―
25年3月期第3四半期 △88.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 16,223 4,030 24.8
25年3月期 16,093 4,017 25.0
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 4,030百万円 25年3月期 4,017百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,400 15.1 △760 ― △970 ― △960 ― △69.30



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 13,900,800 株 25年3月期 12,650,800 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 1,037 株 25年3月期 994 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 13,836,145 株 25年3月期3Q 12,649,833 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報による判断、仮定及び確信に基づくものであり、今後の経済情勢、事業運営における様々な 
状況変化によって、実際の業績は見通しと異なる場合があります。 
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（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間における我が国経済は、円安及び株高の動きによる景気回復の期待感が高まり、緩やか

な経済回復が見られておりますが、その実態としては長期化する欧州経済の低迷や、新興国の経済成長の減速傾

向の影響を受けて不透明な状況は続いております。 

そのような経済状況の中で二次電池業界は、中長期的には環境対応車用途や住宅用途への需要拡大が期待され

ておりますが、それらの用途については未だ本格化までには至っておらず、足許での主流は民生用途であるた

め、二次電池業界の成長が短期的には鈍化しております。当社の販売数量は98％以上を二次電池用正極材料が占

めており、同電池市場への販売動向が当社の業績には大きく影響いたします。 

民生向け用途においては、スマートフォンやタブレット機器などの用途による需要伸長はあるものの、モバイ

ル端末市場の変化や世界的な景気不調の影響を受けたノートパソコン用途の減少により全体としては横ばいとな

っております。一方、環境対応車向け用途においては、電気自動車が充電インフラ整備や1回の充電での走行距

離の問題などにより本格化時期が遅れておりますが、ハイブリッド自動車やプラグインハイブリッド自動車は計

画にそって増加してきております。 

このような市場環境の中、当第３四半期累計期間における当社の販売数量は、当社販売戦略の実行による民生

向け新規顧客獲得及び環境対応車向け事業展開などの動きにより、ノートパソコン向け製品の販売不調の影響が

あるものの前年同期と同等レベルまで回復しました。 

特に環境対応車向けに関しては、ニッケル水素電池向け製品の旺盛な需要に加えて、リチウムイオン電池向け

製品の販売数量が増加しており、当第３四半期累計期間における環境対応車向け全体の販売数量は、前年同期比

38.1％増加しました。 

電池別について説明いたしますと、ニッケル水素電池向け正極材料に関しては、主に上記記載の環境対応車向

け製品の好調な販売状況の影響を受けて販売数量は前年同期比15.1％増加しております。一方リチウムイオン電

池向け正極材料に関しては、環境対応車向けが著しく増加していますが、ノートパソコンを中心とした民生向け

製品の不調の影響もあり全体としては前年同期比10.8％減少しております。 

当社といたしましては、新興国正極材料メーカーとの厳しい競合状況は継続しておりますが、環境対応車向け

正極材料の受注拡大や高機能製品の事業化、新規顧客獲得やコスト削減策などの戦略を進めて収益面の向上に取

り組んでまいります。  

以上の結果、売上高7,365百万円（前年同四半期比11.4％増）、営業損失335百万円（前年同四半期は営業損失

890百万円）、経常損失491百万円（前年同四半期は経常損失1,206百万円）、四半期純損失は488百万円（前年同

四半期は四半期純損失1,114百万円）となりました。   

   （ご参考） 

    （ニッケル国際相場：円換算）                           （単位：円／ｋｇ） 

    （コバルト国際相場：円換算）                           （単位：円／ｋｇ） 

     ※ ニッケル LME（ロンドン金属取引所）月次平均×TTS月次平均  

       コバルト LMB（ロンドン発行メタルブリテン誌）月次平均×TTS月次平均 

    

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期会計期間末における総資産は前事業年度末比129百万円増加し、16,223百万円となりました。  

 その主な要因は、減価償却等により有形固定資産が908百万円減少した一方、売上債権が908百万円、たな卸資

産が285百万円増加したこと等によるものであります。 

 負債は、前事業年度末比117百万円増加の12,192百万円となりました。その主な要因は仕入債務が382百万円増

加したこと等によるものであります。 

 純資産は、第三者割当増資により資本金及び資本剰余金が428百万円増加しましたが、四半期純損失を計上し

たため前事業年度末比12百万円増加の4,030百万円となり、自己資本比率は24.8％となりました。 

 なお、平成25年６月21日開催の定時株主総会の決議により、資本剰余金749百万円を利益剰余金に振り替えて

１．当四半期決算に関する定性的情報

  ４～６月平均 ７～９月平均 10～12月平均 １～３月平均 

 26年３月期  1,491  1,392  1,410  －

 25年３月期  1,393  1,301  1,396  1,616

 24年３月期  2,012  1,742  1,435  1,577

  ４～６月平均 ７～９月平均 10～12月平均 １～３月平均 

 26年３月期  2,950  3,076  2,874  －

 25年３月期  2,666  2,360  2,255  2,556

 24年３月期  3,349  2,971  2,599  2,693
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欠損補填を行っております。これによる純資産額の変動はありません。 

     

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成25年10月25日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 

     

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

     

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

   

   

当社は、直近２事業年度で営業損失を計上し、当第３四半期累計期間においても335百万円の営業損失を計上いた

しました。これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

当該重要事象等を解消するための施策として第一に、販売の回復、拡大が挙げられます。民生用リチウムイオン電

池用正極材料については、新たな販売先の獲得及び既に取引のある同電池業界の主要サプライヤーへの価格戦略によ

る拡販の継続とともに、顧客要望毎の高容量、高出力対応など新興国メーカーと競合している製品との差別化を図っ

た高機能製品の市場への投入を加速させることで販売数量の回復に取り組んでまいります。環境対応車向けについて

は、同電池需要を大きく押し上げる要因として市場の拡大が期待される中、販売数量は現在の主流であるニッケル水

素電池用程ではないものの増加しており、引き続き当社コア技術を基盤とした顧客要望別の開発及び事業化を促進す

ることで、更なる販売数量の拡大に取り組んでまいります。ニッケル水素電池用正極材料については、民生分野での

需要減少傾向は継続するものの、環境対応車向けの需要が旺盛なことから販売数量は引き続き堅調に推移すると見込

んでおります。 

また、上記販売面の取り組みに並行し、既存設備の生産効率の向上及び製法・工法を含めた低コスト設備開発を重

要課題と位置付け、その他可能な限りの施策を行い、コスト競争力の強化に積極的に取り組んでまいります。 

以上の対応策を講じ、早期の経常利益の黒字化を達成し、当該重要事象等が解消されるよう取り組むことにより、

継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,224,108 3,136,703

受取手形及び売掛金 1,831,068 2,740,059

商品及び製品 376,069 370,899

仕掛品 684,832 871,827

原材料及び貯蔵品 302,296 406,191

その他 216,080 91,952

流動資産合計 6,634,456 7,617,633

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,894,022 1,747,624

機械及び装置（純額） 3,463,637 2,919,409

建設仮勘定 2,247,708 2,070,176

その他（純額） 1,644,839 1,604,741

有形固定資産合計 9,250,207 8,341,952

無形固定資産 17,990 9,571

投資その他の資産   

その他 190,972 254,425

貸倒引当金 △451 △451

投資その他の資産合計 190,521 253,974

固定資産合計 9,458,719 8,605,499

資産合計 16,093,175 16,223,133

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,472,768 2,855,491

1年内返済予定の長期借入金 66,000 300,499

未払法人税等 3,977 7,229

引当金 49,156 24,251

その他 596,182 399,152

流動負債合計 3,188,084 3,586,624

固定負債   

長期借入金 8,616,125 8,348,625

引当金 128,766 102,565

その他 142,476 155,019

固定負債合計 8,887,367 8,606,210

負債合計 12,075,451 12,192,835
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,086,246 2,300,621

資本剰余金 2,703,889 2,169,202

利益剰余金 △749,061 △488,201

自己株式 △1,999 △2,015

株主資本合計 4,039,074 3,979,606

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 18,408 70,961

繰延ヘッジ損益 △39,758 △20,270

評価・換算差額等合計 △21,350 50,690

純資産合計 4,017,723 4,030,297

負債純資産合計 16,093,175 16,223,133
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 6,612,580 7,365,970

売上原価 6,392,932 6,737,333

売上総利益 219,647 628,637

販売費及び一般管理費 1,109,897 964,153

営業損失（△） △890,249 △335,516

営業外収益   

金利スワップ評価益 － 13,078

その他 10,271 10,352

営業外収益合計 10,271 23,430

営業外費用   

支払利息 70,912 106,293

為替差損 59,223 61,525

その他 196,785 11,638

営業外費用合計 326,921 179,457

経常損失（△） △1,206,899 △491,543

特別利益   

抱合せ株式消滅差益 83,164 －

補助金収入 213,500 165,140

その他 － 84

特別利益合計 296,664 165,224

特別損失   

固定資産除却損 7,390 12,507

固定資産圧縮損 192,975 145,031

その他 － 1

特別損失合計 200,365 157,541

税引前四半期純損失（△） △1,110,600 △483,860

法人税、住民税及び事業税 4,930 4,887

法人税等調整額 △614 △545

法人税等合計 4,315 4,341

四半期純損失（△） △1,114,916 △488,201
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 該当事項はありません。     

   

 該当事項はありません。   

   

   

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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